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【卒業式に向けて】 
3年次 

 3年次(15期)では記念誌を作成し、3月18日に配付しました。記念誌

とは学年制の学校の卒業アルバムに相当するもので、来年度以降に卒業する

生徒にとっても 3 年間の思い出がつまったアルバムになっています。記念

誌実行委員を中心に、ほぼ生徒の手で作り上げました。 

 

4年次    

東京の桜の開花予想が３月２３日（卒業式当日）と発表され、正門のソメイヨシノも春の訪れと

ともに「今か、今か」と少しずつ蕾をふくらませています。大学・専門学校等へ進み勉学を続ける

人、社会人となる人と次のステージは様々ですが、この学校で培った「養分」を大いに使いこな

し、美しい大輪の「花」を咲かせてください。友人、家族、先生方の温かい支えに感謝し、この時

を迎えられる歓びを一生忘れないでください。 

 

卒業に向けて 
東京都立六本木高等学校長  小宮 德健  

 

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。新型コロナウィルスの感染拡大により、時

差登校や短縮授業、行事の延期や縮小、中止等、期待した通りの高校生活ができなかったこと

は、皆さんにとって残念なことばかりでしたが、卒業できたのは、皆さんの努力の賜物です。 

 さて、3月が近くなると定番の卒業ソングを聴く機会が増えてきます。そして、卒業式では、

多くの学校で卒業生が式歌を斉唱しますが、私が小、中学生の頃は、「蛍の光」や「翼をくだ

さい」が多かったように記憶しています。最初に勤務した学校では、教職員全員で、「旅立ち

の日」を練習し、合唱しました。そのあとの学校でも、卒業生による「旅立ちの日に」（2 曲

あります。）「3月9日」など高校生活の思いを込めた式歌を拝聴させていただき、卒業生一人

一人の高校生活最後の思いを感じることができました。そして感動もいただきました。 

今年度も新型コロナウィルス感染予防対策のため卒業生による歌は中止となってしまいま

した。最後の登校日に式の中で歌を歌いたかったという皆さんの思いは、想像に難くないこと

です。いつの日にかまた会える、そして、きっとみんなで歌える日が来る、その時は式歌を合

唱してみませんか。卒業式では皆さんの歌声を聴くことができず寂しい限りですが、皆さんと

心で歌いながら卒業生の皆さんを見送りたい、そんな気持ちでいっぱいです。 

いま 別れのとき 飛び立とう未来信じて はずむ若い力信じて このひろい大空に 

新たな世界の入り口に立ち 気づいたことは一人じゃないってこと 

今新たな 扉開き はるかな年月隔て つぼみから花咲かせよう 
 



【学習成果発表会】   

今年度は 3 月 17 日（木）にプレ発表、18 日

（金）に代表者による発表を行いました。生徒のみ

なさんは今年度学習した授業の中からテーマを決

め、準備ができたようでした。工夫を凝らした作品

が多く、十分な成果が見られた発表会となりまし

た。来年度の学習成果発表会も多くの素晴らしい作

品の発表を期待しています。 

 

【職業別ガイダンス】(1・2年次対象)・【第２回先輩に合格体験を聞く会】 
○1/21(金)、「産業社会と人間」の時間に「職業別ガイダンス」が行われまし

た。各部13～15の分科会に分かれて講義を聞き、今後の進路について具体的

に考えるきっかけとなりました。前日、進路委員

のメンバーの手伝いにより、準備がよりスムーズ

に運びました。 

○2/25(金)、「産業社会と人間」の時間に「第２

回先輩に合格体験を聞く会」が開催されました。

授業後、「しっかりメンタル面をきたえたり、苦手意識を取り除いて色々なこ

とに挑戦したいと思います」、「面接が苦手だから、今から少しずつ話すことを

考えたり、イメージトレーニングをしたいと思いました」といった感想が寄せられました。 

【六本木カフェ】 
 2/4(金)、3/4(金)、3/11（金）に心理学を勉強している大学院生・大学生が来校し「六本木カフェ」の

時間を持ちました。「六本木カフェ」では大学生が「メンタルフレンド」として楽しい会話の機会をつくっ

てくださいます。勉強のこと、進路のこと、趣味のこと、楽しいこと、悩んでいること、いろいろとお話が

できます。 

来年度も実施しますので、楽しみにしていてください。気軽に立ち寄ってください。日程は来年度掲示板

で周知します。場所は本校２階のラウンジで予約は不要です。 

 

【東京研究】   
タブレットPCを活用して、東京を様々な見方から研究

しました。ラーメン屋の値段を 23 区ごとに調べて相場を

出し、白地図を色分けすることで、平均収入のデータなどと

見比べて相関関係を発見しました。他にも、東京に関するク

イズをスライドショーで作成して発表したり、巨大な東京

の白地図に地域の特色を書き込んだりしました。  

 

本校では今年度、ボランティアサポートチームを結成し、校内におけるボランティア活動を行いました。

具体的な活動内容としては夏季期間中に2017年度から昨年度にかけての落とし物の分類と処分を実施し

ました。落とし物の分類の結果、文具の落とし物が全体の約 4 割占めており、落とし物の拾得場所の中で

教室が全体の約 5 割をしめていました。落とし物の中には AirPods やスマートフォンといった高価なも

のも含まれており、本校の生徒の落とし物に対する認識を確認できる良い活動だったと思います。またこれ

らの結果を集約し、きらら祭で発表を行いました。最後に、今年度の活動をサポートしてくださった先生方

や積極的にボランティア活動に参加してくれたメンバーに感謝申し上げます。                                                                                                                                                                                                                                                            


